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研究目的 ・内容

地質学データの特性の解明 とその地質学的問題への応用を目的として、地質学分野の各種データ

の分析法および管理方法について研究する。

2.研 究方法 ・計算方法

パ ソコンおよびメイ ンフ レームの汎用 デー タベー スソフ トを用いて!l種 デー タベ ースを構築 し、

SPSSを 中心 とす る汎用統計パ ッケー ジなどを川いてII種 の統 計解析、EXPIAに よる リモセ

ンデー タの解析/図 化 を行 って、 その結 果につ いて地 質学 的に考察 を行 う。 ・部のデ ータはFTP

によ り京都 大型計算機 セ ンターの デー タベー スFAIRSに 組 み込 んで公開す ると共 に、光華 人学

のサーバ ーを使 ったWebLで の公開を検 討す る。

3.研 究成果

・日本 の堆積岩 に関す るデー タベースを調 査 し、 その 一部を用いて統 計処理 を行い、その結 果か ら

堆積岩分類体系 に関す るf察 的解析 を行 った。

・在 日本 脊椎動物化石標本の標本情報 デー タベー ス(略 称JAFOV)に 、新規デー タの追 加 と既

存デー タの修IEを 行 うと共 に、画像 デー タを追ノ川す るための検 討を行 った。

・地理学 専攻の大学院生 との 共同研究 と して近畿地 方の人1二衛 星デー タを用いた地 形 ・地 質情 報の

r察 的解析を継続 して行 った。

4.発 表 ・出 版 実 績 ま た は 予 定

Nishiwaki,N.(2002)Reviewandrevisionofsystematicsinsedimentarypetro!ogywith

referencetostatisticalandmathematicalanalysesofsedirnentarydata.7θ17aNo5孟1aO3-

2002(AbstractofIAMB2002,Berlin),pp.367-371.

西 脇 一ほ か(2004)人 「衛 星 デ ー タ に よ る 地 形 解 析 事 例 、 そ の2。 奈 良1大 学 総 合 研 究 所 報(投 稿

準 備 中)。

43


